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【戦評】

【戦評記載者】 足立 亮一

福岡県バスケットボール協会

全九州大会準決勝、福岡県１位福岡第一対宮﨑県２位延岡学園との対戦、福岡第一のスターティングメンバ―は、＃
１７、＃２４、＃２８、＃３１、＃５０、延岡学園のスターティングメンバ―は、＃４、＃８、＃１１、＃１２、＃１５で試合開
始。第1P、両チームマンツーマンでスタート。両チーム積極的にドライブを仕掛ける展開から始まる。福岡第一は早い
展開とピックアンドロールでオフェンスするがターンオーバーもあり得点が伸びない。延岡学園は＃７、＃８の１対１、ア
ウトサイドシュートでリードを奪う。福岡第一は＃５０のゴール下で得点する。福岡第一の＃８、＃１７のレイアップが決
まり１点差で第１P終了。第2Pリズムに乗れない延岡学園は１－１－３ゾーンにディフェンスを変える。福岡第一はメン
バーチェンジをしながらゲームの主導権を握ろうとする。お互いにリズムが出ない状況が続き延岡学園のタイムアウ
ト。しかし両チームともターンオーバーがあり得点できず、福岡第一が３点リードで前半終了。第3P、福岡第一はマン
ツーマン、延岡学園は２－３ゾーンで始まる。重い展開が続きゲームは膠着状態となる。両チームペイント内で思うよう
に得点できない。残り４分福岡第一の＃２８の速攻、アーリーオフェンスからの＃１０の３ポイント、＃５５のバスケットカ
ウントで突き放しにかかる。効果的に＃３１の３ポイントも決まり福岡第一が１６点リードで第３Pを終える。第4P、追い
上げたい延岡学園は＃４の１対１、３ポイントでオフェンスするが点差を縮めることができない。福岡第一は延岡学園
のゾーンディフェンスに対してパスとカットを効果的に使い得点を重ね、７９対５１で試合終了。膠着状態のゲームの雰
囲気を一瞬で変える福岡第一の強さが出たゲームであった。
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主審 原田　拓朗

4th

○
OT

●

1st
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カテゴリー 男子 準決勝

第2副審 石嶺　良方

日時 平成29年6月25日 (日) 10:30

平成29年度 全九州高等学校体育大会 第70回 全九州高等学校バスケットボール競技大会

会場 福岡市民体育館

コート

第1副審 大久保　好純

Aコート 第2試合
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1分毎の得点を入力 福岡第一 

1分毎の得点を入力 延岡学園 


